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はじめに
川西市は、令和７年１２月に、市の付属機関である参画と協働のまちづくり
推進会議より「コミュニティ組織が地域課題の解決に取組むにあたり、より
効果的な活動となる交付金のあり方について」答申を受けました。
答申では、コミュニティの運営、参加、周知について、交付金のあり方を整
理していく必要があるとのことから４つの視点に分けて、市とコミュニティ
組織それぞれがすべきことについて提言を受けました。
また、一括交付金制度が導入された当初の理念に沿った、柔軟性と透明
性の高い活用がなされることが、何よりも「住民自治」の機能強化と活性化
に繋がるものであるとされています。

このガイドブックについて

ガイドブックの作成
この答申を受け、市では４つそれぞれの視点でめざす姿を定めました。
めざす姿の実現により「持続可能な地域活動」と「柔軟で透明性のある交
付金」になると捉えています。
このガイドブックは、めざす姿を実現するための、活動のヒントを示すこ
とを目的として、市とコミュニティが対話を行いながら作成するものです。
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ガイドブックの更新を継続していくために
活動するみなさんのちょっとした困りごとや、こんな勉強会があったらい
いな！という希望などが、このガイドブックの更新や、市の支援づくりを検
討するためのヒントとなります。

今回ガイドブックを作成するにあたり、そんなちょっとした思いつきなど
を気軽に投稿していただくためのフォームを作成しました！

ぜひご活用ください！

　　　　　　　　

　　　　　　　             　こちらから投稿いただけます→

注意
・すべての投稿への対応を保証するものではありません。
・お困りごとの範疇には当てはまらない、行政(担当課)や個人への苦情、急を要す
る案件には活用いただけません。

・お名前など個人情報の入力は不要

ガイドブックの更新について
このガイドブックは、それぞれの事情や社会情勢等に応じて、コミュニ
ティ組織と市が対話をおこないながら改訂を検討し、より必要となるヒン
トを掲載できるように更新を続けていきます。

目をひくチラシのデザインを知りたい

活用と支援策のイメージ

・市民活動センターでのチラシ講座やセミナーの開催

・マッチング制度の活用のよる実践的な支援や連携　など

・コミュニティで活用できるテンプレート集の提供

・ガイドブックに新たなデザイン案などのヒントを掲載

皆さんのお困りごと等に対して実施できる支援を検討し、提供します
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視点①　コミュニティの運営　「活動の振り返りと効果検証」　　5ページ

　　ステップ❶　まずは、地域別計画を見てみよう！

　　ステップ❷　地域別計画で、コミュニティの今を知ろう！

　　ステップ❸　みんなで活動を振り返ろう！

　　ステップ❹　振り返った活動は地域にも共有しよう！

　　深掘りステップ　見える化シート作成による事業の見直しや改善をしよう！

視点② 　コミュニティ活動への参加　「有償活動の整理」　　９ページ

　　ステップ❶　有償化の範囲や棲み分けの考え方

　　ステップ❷　有償化の意思決定と規則化をしよう！

　　ステップ❸　報酬以外の感謝の渡し方を考えよう！

　　ステップ❹　広く周知して新たな担い手を獲得しよう！

視点③　コミュニティ活動への参加 「誰でも参加できる活動」　　13ページ

　　ステップ❶　参加のキッカケとなる手法を知ろう！

　　ステップ❷　目的を決めて実施を検討しよう！

　　ステップ❸　まずは実施をしてみよう！

　　ステップ❹　実施内容の振り返り、改善で次に繋げる！

視点④　コミュニティ・交付金の周知　「誰でも知っている活動」　　24ページ

　　ステップ❶　情報発信の種類を知ろう！

　　ステップ❷　情報発信の内容や方法を整理しよう！

　　ステップ❸　改善や見直し、新たな情報発信を検討しよう!

　　ステップ❹　できる情報発信から実施していこう！

　　提案　　　　　【参画と協働のまちづくり推進会議より】

【付録】
・見える化シート（ワード文書）

もくじ
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